
‐‐　　一　一
〔11月10日締切課題〕作品に 「学年」と自分の 「氏」「名」を本人が書く。

(幼。小 1の方は、学年を書かなくてもよい。)
※11月10日締切用の 「段級が印字されたバーコー ド出品券」は、12月号の本と
同送されますので、その券を貼って出品してください。(硬筆も同じ)

幼 ・小 学 1年 参 考 手 本

橋 本 玉 扇 先 生

一
ね
″
　
ひ
ろ

せ
け
ん

た

ホ

一

去

とヽ

つヽ
ひ
さ
こ

佐 藤 莱 扇 先 生阿 部 意 芳 先 生

HP用

小 学 2年 参 考 手 本

東 原 扇 桜 先 生

‐
‐
コ
一

ひ
が
し
は
ら
ま
さ
と

‐‐　‐一‐‐‐‐

０
申
二
ふ



JI
HP用

〔11月10日締切課題〕作品に「学年」と自分の「氏」「名」
※11月10日締切用の 「段級が印字されたバーコー ド出品券」
同送されますので、その券を貼って出品してください。
小 学 4年 参 考 手 本

加 藤 眺 漢 先 生

奮 ヽ

‐
コ
ー

夕
ヽ

¬|

太 田 蓮 紅 先 生

~T~

稲 垣 小 燕 先 生

―

IL_

を本人が書 く。

は、12月号の本と
(硬筆も同じ)

年 参 考 手 本小 学 3

一

―

　

一
　

‐‐土 田 詢 扇 先 生

-1 -



劃 HP用

小 学 6年 参 考 手 本

浜 谷 芳 仙 先 生

無
ち
√
二

孝

ド

飯 高 和 子 先 生

-2-

恩 地 春 洋 先 生

〔11月10日締切課題〕作品に「学年」と自分の「氏」「名」を本人が書く。
※11月10日締切用の 「段級が印字されたバーコー ド出品券」は、12月号の本と

同送されますので、その券を貼って出品してください。 (硬筆も同じ)

小 学 5年 参 考 手 本

,1ヽ

ニ

村
上
〓

小 竹 石 雲 先 生

‐   ′〕ヽ

薄 ユ
, |

1者||
1容■

¬
|



|

HP用

|

司

ス
ノ

ノ

イ

ル

丼
一　ａ　往

み ヽ

〔11月10日締切課題〕作品に 「学年」と自分の 「氏」「名」を本人が書く。

※11月10日締切用の 「段級が印字されたバーコー ド出品券」は、12月号の本と
同送されますので、その券を貼って出品してください。(硬筆も同じ)

中学全学年参考手本 (中学生は、どの課題を書いてもかまいません。)

辻 元 大 雲 先 生 板 垣 洞 仙 先 生

，
Ｈ
■

ヽ

砂 本 杏 花 先 生

-3-

大 野 祥 雲 先 生

¬



Ｌ

一

HP用∃

一

〔11月10日締切課題〕

幼 ・小 学 1 年

解 筆

説 者

恩

地

春

洋

先

生

〔１１
月
１０
日
締
切
課
題
〕
　

用
紙
は
本
連
盟
指
定
の
も
の
か
、
も
し
く
は
指
定
の
用
紙
を

コ
ピ
ー
し
て
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※
１１
月
１０
日
締
切
用
の

「
段
級
が
印
字
さ
れ
た
バ
ー

コ
‥
ド
出
品
券
」
は
、
１２
月
号
の
本
と
同
送
さ
れ
ま
す
の
で
、
そ
の
券

を
貼

っ
て
出
品
し
て
く
だ
さ
い
。
（毛
筆
も
同
じ
）

◎
各
学
年
に

「
学
習
の
め
あ
て
」
を

つ
け
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
◎
作
品
に
、
学
年
と
自
分
の

「
氏
」
「
名
」
を
本
人
が
書
く
。

「
な
に
を
れ
ん
し
ゅ
う
す
る
か
」
を
は

っ
き
り
し
て

一
生
け
ん
　
　
　
◎
幼

。
小

一
の
方
は
学
年
を
書
か
な
く
て
も
よ
い
。

め
い
書
き
ま
し
ょ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
支
部

。
支
局
名
は
、
本
人
が
書
け
な
い
場
合
は
、
ゴ
ム
印

で

◎
書
写
用
具
は
、
え
ん
び

つ
（
ＨＢ
又
は
Ｂ
が
望
ま
し
い
）
、

フ
ェ
　
　
　
　
も
よ
ろ
し
い
。

ル
ト
ペ
ン
、
ボ
ー
ル
ベ
ン
、
そ
の
他
学
年
に
応
じ
た
も
の
を
　
　
　
◎
出
品
券
は
清
書
の
右
下
に
は

っ
て
く
だ
さ
い
。
毛
筆
、
硬
筆

使
用
し
て
よ
ろ
し
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
段

・
級
位
を
間
違
い
の
な
い
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

◎
学
年
は
漢
数
字

（
一、
一
３

千
…
し
、
級
は
算
用
数
字
（１０
、
９
、
　
　
　
◎
は
じ
め
て
出
品
の
方
は
、
級
位

の
と
こ
ろ
に

「
新
」
と
記
入

８
・‥
し

、
段
は
漢
数
字
公
一、
二
、
四
）
と
記
入
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
て
く
だ
さ
い
。

「
じ
ど
う
車
」

「車
」
を
た
だ
し
く
か
き
ま
し
ょ
う
。

円̈‐́ヽ、田〕「日頃蘭̈
ぃ」は売「ぅぃ

な
が
く

そ
く
お
ん

（小
さ
く
か
く
字
）

の
い
ち
に
ち

ゅ
う
い
。

一Ｆ
一「

支 部 名

| ま

|…″)｀だん。き,う

つ
とf゛がくねん

一

て
ヽ
フ

な ま え

お
が
わ
た
い
し
ん

ヽ
｀

力
ヾ

｀

ヽ



Ｌ

一

HP用ヨ

一

『絵
本
』

「
へ
ん
」
と

「
つ
く
り
」
の
組
み
立
て
に
ち
ゅ

う
い
し
て
字
形
を
正
し
く
書
き
ま
し
ょ
う
。

〔11月10日締切課題〕作品に 「学年」と自分の 「氏」「名」を本人が書く。

小 学  3 年 小 学  2 年

小  大

よ
こ
が

で
る

下
が
で
る

「
つ
く
り
」

「
へ
　

ん

」

「
つ
く
り
」
大
き
く

（左
右
の
は
ら
い
の
方
向
）

「
へ
ん
」
小
さ
く

四
画
目
が

一
番
長
い

〈
ひ
つ
じ
ゅ
ん
〉

斗
ユ
ニ
斗
斗
薔
葉

『
発
音
』

「
発
」
の
形

を
正
し
く
、
と
と
の
え
て
書
き

ま

し

ょ

う

。公
が
ダ
婁

み
じ
か
い
　
長
い

支 部 名

木

を お
段 ・級

イ乍 静
―

′

／

ι

ｒ

な学   年

一 ま よ
名  前

き

ど

り

り

な

ヒ ん
よ

ヽ｀

て
ヽ

つ
ヽ

0

絵

支 部 名

味

の 同
段 ・級

ち ビ

が 癸学   年

一
´
一 ヽ

つ 者
名  前

後
鷹

人

河

一ヽ
´́
脅
ｒ
で

葉 も
0

ヽ

煮

せ

っ
す
る
い
ち
に
ち

ゅ
う
い

小:大 F

-5-



Ｌ

一

HP用

〔11月10日締切課題〕作品に「学年」と自分の「氏」「名」を本人が書く。

小  学  5 年 小 学  4 年

劃

一

『
研
究
発
表
』

「
は
ね
」
や

「
は
ら
い
」
の
方
向
に
気
を
つ
け

て
漢
字
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

‐
□
蝠
一ご蕩
写

ル外ハ徊【轟［̈
ぎない

と
め
　
　
〈筆
順
〉
一
売
夕
究

夕会
嘔
独
漁
跡
男向

一
十
三
井
オ
″
表

『
歴
史
』

組
み
立
て
方
に
注
意
し
て
、
字
形
を
整
え
ま
し
ょ
う
。

ヽヽ

―
た
て
が
出
る

[/h昔 図

歴 R
ま
し
よ

つ

一Ｆ
一「

支 部 名

材 真

先
ナ、
ぃ 具

芥 と
゛
体

段 ・級

友 を ,り
学  年

ロ を 几 な

じ せ 物
名  前

為

場

　

甚

ま ワ
tに

｀
や

し つヾ 絵

た ヽ
り

ヽ

ヽ

写

支 部 名

た の

水 歴 図

を 史 言
段 ・級

読 | こ 絵営
学  年

ニ み つ で

ま
―
、

ヽ
名  前

山

崎

隼
た

し て
ー

た 音 十
9

つヽ せ

″し 紀



HP用

〔11月10日締切課題〕作品に 「学年」と自分の 「氏」「名」を本人が書く。

年学4ヽ生学中

支 部 名

41 し

貝 ヽ｀ ま

寸 学 ん
段 ・級

る 級 が
学  年

井
ハ
人 夫 を

つヾ 庫 置
名  前

阿

部

古
バ

増 | ( け
４ヽ な |ま

゛

ま つ
ヽ

す
。
て 楽

支 部 名

現
で
き
た
ら

名
人
で

す

。

竹
林
の
ヤ
を
通
ギ
てヽ
い
く
風
の
子
を
な

日
本
ヤ
来
の

楽
界
子■

ス
ノ
｀ゝ

が

｀

あ
る
0

段 ・級

学  年

十
二
名  前

か

ハ

私

樹

輻 ①
「学
級
文
庫
」

字
形
を
正
し
く
、
字
配
り
よ
く
書
き
ま
し
ょ
う
。

「^〕〕̈］［̈』］呻注意

左
右
の
は
ら
い
の
方
向
に

注
意
し
て
つ
り
あ
い
を
。

〈筆
順
〉

白

泊

漱

楽

田
を

へ
ん
平
に

土

（
つ
ち

へ
ん
）
小
さ
く

横
分
間
を
そ
ろ
え
て

「名
人
」

「
か
な
」
は
漢
字
よ
り
も
少
し
小
さ
め
に
書
き

ま

し

ょ

う

。

〈簡
単
な
行
書
〉

，ヽ″「「　３４‐一６５２̈
”翠』魂型デリ「はね」

な

塙
驀
〆蔓
計

‐Ｌガ″なｒ‐』画．体̈柿へつ持一義一［̈
て

接
“
”
４
・　
　
中
鰤
¨
¨
止 ． め
帖
輸
あ
接
し
方
に
注
意

-7-



」 HP用 上

3年 丸
ガン

まる

まる ・ヽ ヽ

まる 。める
ノ 九 丸

4年

羊
ヨウ

ひつ じ

ヽ′ ユ ニ ニ 羊

数 il y半 米 番 す 委 数
かぞ ・える

5年

道
ドウ

トウ

みち

ツ ユ 半 首 猶 道

包
ホウ
つつ ・む

ノ 勺 句 旬 包

6年

板
■
■

ン

ン

た 福 析 栃 板

民
ン
み

ミ

た

‐ ´
F「 民

館 カン
ハ 合 食 館 館 館

中学

案 アン
‐ 費 安 姜 幸 :言「こ

極 ]`:ま2 オ
きわ。み

朽 朽 朽 極 極

観 カン
と タ オ 者 布 潅 観

聞 :子とえるI F Fl門 FrD FFD聞

¬

-37-
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」 HP用 L

(中学生の課題より、恩地春洋先生書)

ｘ
字
形
は
、
平
安
時
代
の
書
跡
か
ら
抽
出
し
た
。

上
段
に
は
、
源
字
に
近
い
形
の
も
の
を
配
し
、

下
段
に
は
、
現
代
の
字
体
に
近
い
も
の
を

配
し
た

む
フ

じ か を び き た

武

な

じ

己
　

りゝ

ヽ
て

日

　
　
り
　
　
＞

ヵ

力

っ

遠

■
を

比

え

ル

幾

多
り

主
ご

太

た
―
た

源
字
　
　
　
字

　

形

¬ 「



Ｌ

一

HP用劃

一

団
長
　
恩
地
　
春
洋

第
６０
回
記
念
全
国
学
生
書
道
展
の
大
賞
、

準
大
賞
、
記
念
賞
受
賞
者
、
団
体
優
勝
校

・

塾
代
表
者
を
対
象
に
台
湾
見
学
の
旅
が
実
施

さ
れ
た
。
同
行
者
を
含
め
総
勢
４０
名
の
訪
台

団
で
あ
る
。
詳
し
い
報
告
内
容
は
副
団
長
以

下
団
員
の
方
々
に
お
願
い
し
た
の
で
、
こ
こ

で
は
団
員
の
名
前
の
み
紹
介
し
て
お
き
ま
す
。

〈役
員

・
委
員
〉

団
　
長
　
恩
地
春
洋

副
団
長
　
小
伏
小

扇

相
談
役
　
小
伏
竹
村

相
談
役
　
倉
林
智
子

秘
書
長
　
千
葉
蒼
玄

医
　
師
　
中
村
　
宏

〈第
１
班
〉

＊
は
班
長

＊
有
路
千
悠
　
金
井
良
樹
　
佐
久
間
歩
　
嶋

田
千
寛
　
田
代
咲
　
田
中
順
子
　
都
丸
希
美

藤
崎
量
子
　
村
上
理
子
　
目
良
聡
衣
　
芳
野

直
子
　
綿
貫
智
子

（以
上
入
賞
者
）
石
井
證

子
　
佐
久
間
京
子
　
嶋
田
有
希
　
田
代
紀
子

藤
崎
啓
子
　
芳
野
通
子

（以
上
同
行
者
）

〈第
２
班
〉

＊
は
班
長

＊
一
森
亜
耶
奈
　
五
藤
真
世
　
有
賀
美
来

石
川
晋
太
郎
　
宇
田
川
春
香
　
岡
田
匡
美

小
野
梓
　
竹
村
知
夏
　
堀
尾
有
貴
　
本
間

香
澄

（以
上
入
賞
者
）
石
川
佳
美
　
宇
田

川
美
恵
　
越
智
義
夫
　
菊
池
昌
春
　
本
間

彩
香

（以
上
同
行
者
）

《
役
員
報
告
》

○
副
団
長
　
小
伏
小
扇

（実
行
委
員
長
）

『台
湾
見
学
の
旅
』

７
月
３．
日
―
表
彰
式
後
、
上
野
精
養
軒
に

て
結
輛
罪
「

そ
し
て
貸
切
バ
ス
で
成
田
ビ
ュ
ー

ホ
テ
ル
ヘ
。
ホ
テ
ル
到
着
後
、
揮
亀
会
の
リ

ハ
ー
サ
ル
を
行

っ
た
。
半
切
二
分
の

一
に
思

い
思
い
の
文
字
を
書
き
、
押
印
の
練
習
も
し

た
。
こ
の
日
は
全
員
早
目
の
就
寝
。

８
月
１
日
１
９
時
２０
分
発
の
全
日
空
で
台

湾

・
台
北

へ
。
３
時
間
３０
分
の
フ
ラ
イ
ト
だ

が
、
時
差
が
あ
り
、
日
本
よ
り
１
時
間
遅
い
。

台
北
空
港
到
着
後
、
専
用
バ
ス
で
市
内
観
光
、

は
じ
め
は
龍
山
寺

へ
。
次
に
台
湾
民
主
祈
念

館
を
見
学
し
、
そ
れ
ぞ
れ
で
集
合
写
真
を
撮

っ

た
が
、
暑
く
て
暑
く
て
た
ま
ら
な
い
。
夕
食

後
、
士
林
夜
市
の
見
学
に
出
か
け
た
。
想
像

を
絶
す
る
人
の
波
と
活
気
に
圧
倒
さ
れ
る
。

８
月
２
日
―
専
用
バ
ス
で
忠
烈
祠

へ
。
バ

ス
の
停
車
場
所
が
な
い
位
、
多
く
の
バ
ス
が

既
に
到
着
し
て
い
た
。
猛
暑
の
中
、
キ
ビ
キ

ビ
と
し
た
兵
士
の
行
進
に
目
を
奪
わ
れ
た
。

今
回
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
で
あ
る
台
湾
科
学
教
育

館
に
早
目
に
着
い
た
が
、
台
湾
側
の
関
係
者

や
、
謝
会
長
も
す
で
に
会
場
で
準
備
し
て
お

ら
れ
た
。
Ｆ
口
湾
学
生
と
日
本
全
国
学
生
友

好
揮
皇
大
会
」
は
、
吹
抜
け
で
周
囲
か
ら
観

覧
出
来
る
広
い
ロ
ビ
ー
で
開
催
さ
れ
大
盛
況

で
あ

っ
た
。
子
供
た
ち
の
無
限
の
可
能
性
に

感
じ
入

っ
た
瞬
間
だ

っ
た
。
同
会
場
地
下
１

階
で
行
わ
れ
た
昼
査

交
流
会
は
、
各
テ
ー
プ

ル
ご
と
に
、
学
年
を
考
慮
し
た
混
成
メ
ン
バ
ー

を
組
ん
で
あ
り
、
子
供
た
ち
は
す
ぐ
に
意
気

投
合
し
た
。
写
真
を
撮
り
合
い
、
メ
ー
ル
の

交
換
を
し
て
友
好
を
深
め
て
い
た
。
交
流
後
、

会
場
を
後
に
し
て
、
故
宮
博
物
院
の
見
学
に

行

っ
た
。
皆
、
イ
ャ
ホ
ー
ン
を
付
け
て
会
場

内

へ
。
自
菜
の
形
を
し
た
翡
翠
を
は
じ
め
、

国
宝
級
の
珍
品
を
数
多
く
見
た
。
さ
ら
に
世

界

一
の
一昌
さ
を
誇
る
５
０
４
メ
ー
ト
ル
の
台

北
１
０
１
ビ
ル
に
足
を
伸
ば
し
、
３７
秒
で
上

ま
で
行
く

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
も
乗

っ
た
。
屋

上
か
ら
は
台
北
市
内
が

一
望
出
来
、
そ
の
眺

．め
は
す
ば
ら
し
く
充
実
し
た

一
日
だ

っ
た
。

８
月
３
日
―
専
用
バ
ス
で
免
税
店
で
最
終

の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
。
買
物
に
も
少
し
馴
れ
、

楽
し
い
時
間
だ

っ
た
。
１３
時
発
、
全
日
空

で

帰
国
の
途

へ
。
三
日
間
雨
も
降
ら
ず
快
適
な

旅
だ

っ
た
。
１７
時
１０
分
成
田
空
港
に
到
着
。

恩
地
春
洋
団
長
の
ご
あ
い
さ

つ
で
解
散
し
た
。

み
ん
な
元
気
で
無
事
大
役
を
果
し
て
帰
国
出

来
た
こ
と
に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
だ

っ

た
。
同
行
く
だ
さ

っ
た
中
村
宏
ド
ク
タ
ー
に

は
心
か
ら
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
秘

書
長
の
千
葉
蒼
玄
先
生
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

○
相
談
役
　
小
伏
竹
村

（全
国
優
勝
塾

・

竹
扇
会
代
表
）

『
日
台
学
生
友
好
交
流

席
上
揮
竜
大
会
」
に
随
行
し
て

席
上
揮
亀
大
会
が
行
わ
れ
る

「国
立
台
湾

科
学
教
育
館
」
は
、
１
階
の
正
面
か
ら
入
る

一Ｆ
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と
、
そ
こ
は
天
丼
ま
で
１０
メ
ー
ト
ル
も
あ
る

か
と
い
う
大
き
な

ロ
ビ
ー
に
な

っ
て
い
て
、

正
面
に
は

「台
湾
学
生

・
日
本
全
国
学
生
友

好
揮
皇
大
会
」
と
赤
地
に
自
文
字
に
染
め
抜

い
た
１０
メ
ー
ト
ル
は
ど
の
横
幕
が
張
ら
れ
、

す
で
に
、
紺
色
の
大
き
な
下
敷
き
が
敷
き
詰

め
ら
れ
た
席
上
揮
塁
用
の
机
が
整
然
と
並
べ

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
中
国
書
法
学
会
理
事
長

謝
季
芸

（女
性
）
先
生
を
始
め
と
し
て
、
同

学
会
副
理
事
長
の
穆
希
先
生

・
陳
舷
明
先
生

・

陳
振
邦
先
生
、
さ
ら
に
元
老
と
し
て
当
日
の

相
談
役
を
務
め
て
お
ら
れ
た
同
学
会
顧
間

・
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林
彦
助
先
生
等
が
非
常
に
友
好
的
に
応
接
さ

れ
、
子
ど
も
た
ち
の
席
上
揮
竃
も
笑
顔
の
内

に
順
調
に
進
行
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
高
校
生
と
大
学
生
と
で
友
好
揮
壼

が
始
ま
り
ま
し
た
。
台
湾
も
日
本
も
選
び
抜

か
れ
た
人
た
ち
で
あ
る
だ
け
、
参
観
し
て
い

る
私
た
ち
も
舌
を
巻
く
う
ま
さ
で
す
。
続
い

て
中
学
生
と
小
学
生
で
す
。
日
本
の
子
ど
も

た
ち
は
画
仙
紙
に
２
字
か
ら
４
字
く
ら
い
を

大
き
く
堂
々
と
、
し
か
も
か
な
り
の
ス
ピ
ー

ド
で
書
き
進
み
ま
す
。
台
湾
の
子
ど
も
た
ち

は
、
ほ
と
ん
ど
が
多
字
数
で
、
し
か
も
ゆ
っ

く
り
と
書
い
て
い
き
ま
す
。
執
筆
は
、
異
口

同
音
に

「撥
鐙
法
」
で
、
筆
軸
は
直
立
し
て

運
筆
さ
れ
る
。
日
本
の
子
ど
も
が
側
筆
で
一

枚
書
く
間
に

一
行
し
か
進
ま
な
い
。
書
の
教

育
の

「
ね
ら
い
」
が
日
本
と
台
湾
と
で
は
全

く
異
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

揮
亀
大
会
後
、
昼
食
会
が
開
か
れ
、　
一
つ

の
円
卓
に
日
本
、
台
湾
半
数
づ
つ
が
座
り
ま

し
た
。
ど
う
な
る
こ
と
か
と
心
配
し
て
見
て

い
ま
し
た
が
、
終
わ
り
頃
に
は
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
の
交
換
を
し
て
い
ま
し
た
。
日
本
の
子

ど
も
た
ち
も
国
際
人
で
す
ね
。
涙
が
で
る
ほ

ど
嬉
し
か
っ
た
の
を
思
い
出
し
て
い
ま
す
。

Ｏ
相
談
役
　
倉
林
智
子

（紅
略
）
全
国
優
勝

校

ｏ
群
馬
県
立
渋
川
女
子
高
等
学
校
教
輸

『
日
台
青
少
年
文
化
交
流
の
旅
を
し
て
』

今
回
の

「台
湾
見
学
の
旅
」
の
目
的
は
、

揮
竜
大
会
を
通
じ
た
日
台
青
少
年
の
書
の
交

流
で
し
た
。

揮
嗜
会
へ
の
台
湾
側
参
加
者
は
台
湾
全
土

か
ら
選
ば
れ
た
３０
名
の
実
力
者
揃
い
。
台
湾

の
作
品
は
多
字
数
作
品
が
多
く
、
技
術
の
高

さ
に
感
心
し
ま
し
た
。
日
本
側
は
、
小
中
学

生
は

「平
和
」
「
友
情
」
な
ど
の
友
好
を
表

す
言
葉
が
並
び
、
高
校
生

。
大
学
生
は
漢
字

・

少
字
数
作
品

。
漢
字
仮
名
交
じ
り
書
な
ど
の

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
作
品
が
多
く
見
ら

れ
ま
し
た
。
リ
ハ
ー
サ
ル
の
時
に
比
べ
、
見

通
え
る
ほ
ど
自
信
に
満
ち
て
堂
々
と
揮
を
し

て
い
る
姿
に
頼
も
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

交
流
昼
食
会
後
は
、
写
真
を
撮
り
合
い
、

揮
竜
し
た
作
品
を
交
換
し
ま
し
た
が
、
こ
の

こ
ろ
に
は
す
っ
か
り
気
持
ち
が
通
じ
合
い
、

別
れ
が
つ
ら
い
様
子
で
し
た
。
こ
の
光
景
を

見
て
、
書
を
通
じ
て
台
湾
学
生
と
交
流
し
、

友
好
親
善
を
深
め
る
と
い
う
役
割
を
し
っ
か

り
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
と
確
信
し
ま
し
た
。

帰
国
後
、
群
馬
県
で
は
第
３２
回
全
国
高
等

学
校
総
合
文
化
祭

（ぐ
ん
ま
大
△
０

が
開
催

さ
れ
、
高
崎
だ
る
ま
へ
の
絵
付
け
と
揮
嗜
に

よ
る
交
流
会
が
開
か
れ
ま
し
た
が
、
こ
こ
で

「
台
湾
見
学
の
旅
」
に
参
加
し
た
宮
城
県
の

一蚕
園
脊
澄
さ
ん
、
高
知
県
の
五
藤
真
世
さ
ん
、

岡
田
匡
美
さ
ん
、
千
葉
県
の
日
良
聡
衣
さ
ん

の
４
名
と
う
れ
し
い
再
会
を
果
た
し
ま
し
た
。

い
っ
し
ょ
に
訪
台
し
た
渋
川
女
子
高
校
の
綿

貫
智
子
、
都
丸
希
美
は
４
人
を
歓
迎
し
、
台

湾
で
の
思
い
出
に
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

最
後
に
、
こ
の

「台
湾
見
学
の
旅
」
を
企

画
し
て
く
だ
き
っ
た
恩
地
先
生
を
は
じ
め
、

揮
を
大
会
の
開
催
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
中

国
書
法
学
会
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

《
団
員
報
告
》

・Ｏ
宇
田
川
春
書

（鳥
取
県
北
栄
町
立

北
条
小
学
校
６
年
）

『
台
湾
旅
行
の
思
い
出
』

８
月
１
日
は
、
成
田
空
港
か
ら
飛
行
機
に

乗
り
ま
し
た
。
飛
行
機
は
初
め
て
だ
っ
た
の

で
、
ち
ょ
っ
と
不
安
で
し
た
が
、
そ
ん
な
に

こ
わ
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
い
ろ
ん
な
サ
ー

ビ
ス
や
テ
レ
ビ
も
見
れ
て
す
ご
く
楽
し
か
っ

た
で
す
。
台
湾
に
着
き
、
リ
ュ
ウ
さ
ん
と
い

う
ガ
イ
ド
さ
ん
に
説
明
を
聞
き
な
が
ら
、
龍

山
寺
に
行
き
ま
し
た
。
お
そ
な
え
物
が
、
た

く
さ
ん
し
て
あ
り
ま
し
た
。

８
月
２
日
は
台
湾
学
生
と
の
交
流
会
が
あ

り
ま
し
た
。
私
は
平
和
と
書
き
ま
し
た
。
し
っ

か
り
書
け
て
よ
か
っ
た
で
す
。
台
湾
の
人
は

上
手
で
し
た
。
そ
の
後
、
台
北
１
０
１
に
行

き
ま
し
た
。
す
ご
く
高
か
っ
た
で
す
。

私
は
友
達
が
た
く
さ
ん
で
き
、
夜
に
は
い

ろ
い
ろ
な
お
話
が
で
き
て
、
と
て
も
楽
し
い

旅
に
な
り
ま
し
た
。
が
ん
ば

っ
て
書
い
て
良

い
賞
を
頂
け
た
の
で
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ

た
し
、
こ
れ
か
ら
も
、
が
ん
ば
っ
て
書
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

○
佐
久
間
歩

（宮
城
県
白
石
市
立

自
石
中
学
校
３
年
）

「台
湾
学
生
と
の
交
流
席
書
大
会
』

席
書
大
会
に
お
い
て
、
私
は
台
湾
の
学
生

達
は
大
人
の
字
を
書
く
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。

ま
た
、
私
達
日
本
人
の
書
い
た
作
品
を
熱
心

に
観
察
し
て
い
た
の
で
、
勉
強
熱
心
だ
な
ぁ

と
も
思
い
ま
し
た
。

友
好
揮
竜
大
会
は
、
私
に
と
っ
て
た
く
さ

ん
刺
激
に
な
る
こ
と
が
二
つ
あ
り
ま
し
た
。

私
も
あ
の
位
、
大
人
の
字
を
書
い
て
み
せ
る

と
競
争
心
が
沸
き
立

っ
た
こ
と
と
、
私
よ
り

も
小
さ
い
子
も
い
る
の
に
、
皆
細
か
く
て
き

一Ｆ
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れ
い
な
字
を
書
く
な
ぁ
と
、
尊
敬
の
念
が
生

ま
れ
た
こ
と
で
す
。

友
好
揮
重
大
会
が
終
わ
っ
た
後
の
昼
食
会
。

初
め
は
し
い
ん
と
し
て
い
た
席
で
す
が
、
徐
々

に
話
も
し
始
め
、
最
後
に
は
写
真
撮
影
に
な

る
程
、
仲
良
し
に
な
れ
ま
し
た
。
携
帯
で
写

し
た
写
真
を
台
湾
の
学
生
の
パ
ソ
コ
ン
に
写

メ
ー
ル
で
送

っ
て
あ
げ
た
ら
、
届
い
た
と
の

連
絡
を
も
ら
い
ま
し
た
。

私
は
こ
れ
ら
の
経
験
を
活
か
し
、
今
後
の

生
活
を
よ
り
よ
い
も
の
に
し
た
い
で
す
。
も

ち
ろ
ん
、
習
字
も
今
よ
り
も
も

っ
と
上
手
に

な
り
ま
す
。

〇
五
藤
真
世

（高
知
県
立
安
芸
高
等
学
校
３
年
）

『
台
湾

ｏ
日
本
友
好
揮
竜
大
会
』

小
さ
な
国
際
交
流
が
豊
か
な
感
受
性
を
育

み
、
決
し
て
大
き
く
は
な
い
け
れ
ど
世
界
平

和
へ
と
繋
が
る
第

一
歩
と
な
る
と
い
う
こ
と

を
深
く
実
感
し
た
友
好
揮
菫
会
で
し
た
。

台
湾
学
生
と
日
本
学
生
が
揮
基
を
も
っ
て

書
の
交
流
を
す
る
こ
と
は
と
て
も
緊
張
す
る

こ
と
で
し
た
。
台
湾
の
大
学
生
や
高
校
生
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
小
学
生
と
中
学
生
の
技

術
の
高
さ
に
は
感
動
し
ま
し
た
。
書
道
と

一

言
で
言

っ
て
も
お
互
い
の
作
風
は
全
く
違
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
違
い
が
あ
っ
た
こ

と
に
よ
っ
て
違
い
を
楽
し
み
、
お
互
い
に
関

心
を
持
ち
合
え
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
言
葉
も
ほ
と
ん
ど
通
じ
な
い
中
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
書
道
に
対
す
る
熱
心
な
気
持

ち
や
好
き
な
気
持
ち
は
お
互
い
に

一
本

一
本

の
線
に
表
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

様
々
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
の
中
で
書
い
た
こ
と

は
、
字
の
面
だ
け
で
な
く
精
神
的
に
も
強
く

な
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

政
治
上
や
国
同
士
に
は
越
え
ら
れ
な
い
高

い
壁
が
存
在
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
人

間
の
心
に
は
国
境
は
存
在
し
な
い
ん
だ
と
い

う
こ
と
に
改
め
て
気
付
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
本
当
に
短
い
時
間
で
し
た
が
、
こ
の
書

道
交
流
が
小
さ
な
平
和
を
生
む
た
め
の

一
部

に
な
れ
て
い
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

〇

一
森
亜
耶
奈

（同
志
社
大
学
２
年
）

「揮
奄
大
会
の
感
想
』

私
自
身
、
揮
竜
の
経
験
は
今
回
が
２
回
目

で
し
た
が
、
や
は
り
緊
張
し
、
１
枚
目
は
思

う
よ
う
に
書
け
ず
手
慣
ら
し
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
そ
の
後
は
２
枚
３
枚
と
次
第
に

平
常
二
戻
り
、
無
事

「
習
静
」
の
２
文
字
を

残
せ
た
の
で
安
心
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。

一
心
不
乱
に
書
け
た
と
き
は
、
人
が
見
て
い

よ
う
と
周
り
の
状
況
は
日
に
入
ら
ず
、
ま
る

で
時
が

一
瞬
停
止
し
て
い
た
か
の
よ
う
に
感

じ
ま
し
た
。

台
湾
側
の
学
生
は
、
着
席
し
て
書
く
ス
タ

イ
ル
で
、
立

っ
て
腰
を
か
が
め
て
書
く
私
た

ち
日
本
側
と
は
対
照
的
で
し
た
。
ま
た
、
台

湾
側
は
小
学
生
な
が
ら
に
、
私
た
ち
と
同
じ

よ
う
に
与
え
ら
れ
た
半
切
２
分
の
１
の
紙
に
、

何
文
字
も
あ
る
古
典
漢
文
を
小
さ
い
字
で
１

文
字
ず
つ
慎
重
に
書
い
て
い
て
、
特
に
そ
の

姿
に
は
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
揮
奎
会
を

通
し
て
、
同
じ
学
生
の
様
々
な
作
品
か
ら
刺

激
を
受
け
視
野
も
広
げ
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
私
た
ち
を
選
出
し
て
下
さ
っ
た

諸
先
生
方
、
そ
し
て
書
道
を
習
わ
せ
て
く
れ

旅
行
へ
送
り
出
し
て
く
れ
た
家
族
の
支
え
に

感
謝
し
、
今
回
の
経
験
を
今
後
の
書
道
人
生

に
活
か
し
て
い
き
た
い
で
す
。
貴
一重
な
機
会

を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

○
有
路
千
悠

（明
治
大
学
４
年
）

『
台
湾
席
上
揮
竜
大
会
』

揮
竃
大
会
は
、
８
月
２
日
、
台
北
市
の
国

立
台
湾
科
学
教
育
館
に
て
開
催
さ
れ
、
日
本

側
か
ら
２２
名
、
台
湾
側
か
ら
３０
名
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。

日
本
の
学
生
、
台
湾
の
学
生
と
も
真
剣
に

揮
亀
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、
台

湾
の
学
生
の
作
品
は
全
て
が
素
晴
ら
し
い
も

の
で
し
た
が
、
と
り
わ
け
小
学
生
、
中
学
生

の
そ
れ
は
、
私
た
ち
が
圧
倒
さ
れ
て
し
ま
う

よ
う
な
見
事
な
も
の
で
し
た
。
彼
ら
は
幼
い

こ
ろ
か
ら
漢
字
に
慣
れ
親
し
ん
で
い
る
た
め

か
、
私
が
小
学
生
の
頃
は
簡
単
な
漢
字
で
も

上
手
に
書
く
こ
と
は
困
難
で
し
た
が
、
い
わ

ゆ
る
旧
字
体
や
難
解
な
も
の
で
も
抵
抗
な
く

書
い
て
お
り
、
そ
こ
に
文
化
の
違
い
や
、
漢

字
文
化
の
奥
深
さ
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
書
を
通
じ
て
の
台
湾
学
生
と
の
国

際
交
流
は
、
学
ぶ
も
の
が
多
く
、
私
の
書
道

人
生
の
中
で
も
大
変
貴
重
な
も
の
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
経
験
を
生
か
し
、
書
の
道
に
励

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
機

会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
全
日
本
学
校
書
道

連
盟
の
先
生
方
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

※
紙
面
の
都
合
上
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
報
告

を
全
文
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
何
卒
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。
　

（編
集
部
）

台湾の学生による席書の様子

笑顔で作品交換、友好の瞬間 !
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HP用

錫|
回 :
憫一Ⅲ叩
Ｌんυ一］
［́
ヽ
・Ｉ●）．　
―，１‐
‐
‐
‐
‐
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１１
１
１
１
１
１
１
１
１
１１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
‐

「書
の
教
室
」
書
初
め
誌
上
展

‐２
月
８
日
締
め
き
り

―
―

出
品
規
定

の
要
旨

一
、
作

　

品

①
紙
の
大
き
さ
―
―
小
画
仙
全
紙
１
一４

（た
て
約
７０
ｍ
×
ょ
こ
約
３５
ｍ
）

②
文

　

　

字

―
―
課
題
文
字
に
よ
る

③
書
　
　
　
体
―
―
小
学
生
は
楷
書

中
学
生
は
楷

。
行
書

０

名
前
の
書
き
方
―
「学
年
」
「
氏
」
「名
」
を
本
人

が
書
く
。
（幼
。小

一
は
学
年

を
書
か
な
く
て
も
よ
い
。
）

二
、
出
品
手
続

①
出
　
口ｍ　
票

―
―
所
定
の
様
式

②
出

口
ｍ

料

―
‐
一
点

エハ
○
○
円

③

締
め
き
り
日
―
１
２０

。
１２

・
８
　
必
着

④

出

品

目

録
―

所
定
の
様
式

③

出

品

点

数
―
上

人

一
点

〈個
人

一
点
で
も
出
品
可
能
）

⑥
出
　
口̈
　
先

―
―
全
日
本
学
校
書
道
連
盟

０
１０１
‐
００３‐

東
京
都
千
代
田
区
東
神
田
１
１
１６
‐
７

東
神
田
プ
ラ
ザ
ビ
ル
３
階

三
、
審
　
　
査

個
人
賞
―
―
大
賞
、
準
大
賞
、
新
春
賞
、
会
長

賞
、
副
会
長
賞
、
連
盟
賞
、
他

団
体
賞
―
―
優
勝
、
準
優
勝

四
、
成
績
通
知
　
明
年
１
月
７
日

〈水
）

「書
の
教
室
」
誌
上

（３
月
号
）
に
、
上
位
の

方
は
写
真
を
、
特
別
賞
の
方
は
氏
名
を
発
表
。

五
、
作
品
の
返
送
は
無
料
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
全
日
本
学
校
書
道
連
盟
書
初

め
誌
上
展
実
行
委
員
会
へ
お
願
い
し
ま
す
。

課
　
　
題

ヽ

ｏ
幼
。
小
一
年
生
用
　
「
う
し
」

「
こ
ま
」

ｏ
小
学
校
二
年
生
用

「
は
る
」

「
ゆ
め
」

ｏ
小
学
校
三
年
生
用

「正
月
」

「
日
光
」

ｏ
小
学
校
四
年
生
用

「文
化
」

「平
和
」

ｏ
小
学
校
五
年
生
用
　
「決
心
」

「初
春
」

ｏ
小
学
校
六
年
生
用

「白
雪
」

「新
年
」

ｏ
中
学
校
一
年
生
用

「宇
宙
」

「松
竹
」

ｏ
中
学
校
二
年
生
用

「初
夢
」

「紅
梅
」

ｏ
中
学
校
三
年
生
用

「
理
想
」

「恵
風
」

書
初
め
誌
上
展
に
つ
い
て

昨
年

（第
３．
回
書
初
め
誌
上
展
）
に
出
品

さ
れ
た
先
生
に
は
、
出
品
に
必
要
な
書
類

一

式
を
募
集
規
定
と

一
緒
に
１０
月
中
に
お
送
り

す
る
予
定
で
お
り
ま
す
。

《書
類
の
内
容
》

・
作
品
台
帳

・
出
品
目
録

（内
申
書
）

。
出
品
に
関
す
る
諸
注
意

ｏ
出
品
票

（足
り
な
い
分
は
コ
ピ
ー
し
て
お

使
い
く
だ
さ
い
）

・
払
込
取
扱
票

※
新
規
出
品
さ
れ
る
先
生
は
、
電
話
か
文
書

（
ハ
ガ
キ
も
し
く
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
）
に
て
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。

な
お
、
書
道
芸
術
院
の
審
査
会
員
の
先
生

に
は
、
募
集
規
定
の
み
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

児
童

。
生
徒
の
書
写
教
育
に
ご
理
解
い
た
だ

き
、
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
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